問１　（４点）
・機能的なタンパク質が出来る過程で、粗面小胞体とゴルジ装置の役割を簡潔に述べよ
（粗面小胞体はリボソームが最初に合成したタンパク質を蓄え、ゴルジ装置が未成熟なタンパク質に糖鎖修飾、限定分解を行い、機能的な糖タンパク質にする）

・ミトコンドリアは細胞内呼吸を行う細胞小器官であり、細胞活動に必要な（　ATP　）を産生する

・細胞骨格を、太いものから順番に３つあげよ
　（　微小管　　中間径フィラメント　　アクチンフィラメント　）

・細胞が外界から物質を取り込むとき、ヒダ上の義足を伸ばして取り込む様式を
（　phagocytosis(食作用・貪食)　）という

問２　（４点）
・４大組織の内、上皮細胞の特徴は、細胞同士が強く結合することである。この結合にあずかる構造の内、帯状のものは（　　密着帯　と　接着帯　）がある。

・横紋筋の収縮単位をサルコメアと言う。その収縮の基本的な構造はどのようなものか
　（　興奮収縮連関(T系や滑り説について触れてもいいかも？模範解答不明)　）

・疎性結合組織の線維を３つ挙げよ（　コラーゲン線維　弾性繊維　微細線維　）

・骨の発生様式を２つ挙げよ（　膜内骨化　軟骨内骨化　）

問３　(４点)
・毛細血管は、血液中の酸素や栄養を抹消の組織に供給する。また炎症部位の毛細血管においては、その壁を（　白血球　）が通り抜けて組織に出る

・バソプレッシン（抗利尿ホルモン）は、小動脈に作用して血圧を上昇させる。このとき、具体的にどの部分にどのように作用するか。小動脈の構造を踏まえて説明せよ。（２点）
（小静脈の平滑筋を収縮させる（この結果、血圧が上昇する））

・心筋は、骨格筋と同様に横紋筋であるが、骨格筋と異なるのはどのような点か。
　（心筋の細胞は基本的に単核であるが骨格筋は多核。心筋にはギャップ結合があるが骨格筋にはない。
　　心筋は不随意筋であるが、骨格筋は随意筋である。）



問４　（４点）
・気道に広く分布する上皮は、どのような構造を持つか。
　（多列線毛上皮であり、ちりを運ぶ粘膜の層が線毛の運動によって肺の外に吐き出されている）

・呼吸器組織で界面活性物質を産生・分泌する細胞を２種類挙げ、主な存在部位を述べよ
　①（　クララ細胞　）　　　　　　部位　（　終末細気管支　）
　②（　Ⅱ型肺胞上皮細胞　）　　　部位　（　肺（肺胞）　）

・血液空気関門の構成を肺胞側から順番かけ。
　（　Ⅰ型肺胞上皮細胞　　基底膜　　毛細血管内皮細胞　）

問５　（４点）
・腎臓の糸球体は毛細血管の束であるが、内皮細胞の他に構成細胞を２つ述べよ
　（　足細胞　メサンギウム細胞　）

・血液尿関門の構成を、血管側から順番にかけ。
　（　内皮細胞　糸球体基底膜　足細胞（足細胞の終足）　）

・腎臓が分泌するホルモンを２つ挙げ、それらの産生部位と主な働きをかけ
　①　ホルモン名（　レニン　）　　　　　　分泌細胞（　糸球体傍細胞　）
　　　働き　（血圧の上昇）
　②　ホルモン名（　エリスロポエチン　）　分泌細胞（　エリスロポエチン産生細胞　）
　　　働き　（骨髄における赤血球系の造血を促進する）

問６　（４点）
・リンパ球のホーミングとはどのような現象か。リンパ節を例に述べよ。
　（リンパ節の傍皮質にある高内皮小静脈内皮のケモカインがリンパ球を呼び寄せ、リンパ球はセレクチンによって内皮細胞と弱い結合を行い、インテグリンによって強い結合と移行が起こり、白血球が血管外に遊走する、一連の現象）

・脾臓の開放循環系の一部は、莢動脈の先で脾臓組織に開放し、血球を含む血液は組織に出た後、
　（　脾洞　）に回収される

・骨髄での造血によりつくられた血球が、末梢血にみられる理由を説明せよ
　（骨髄にある同様毛細血管の内皮細胞を成熟した血球が通過して、内腔に入り血液中を循環するから）

・一般型上で、ケラチノサイトが分化しながら形成する層は、基底膜側から順番に
（　基底層　　有棘層　　顆粒層　　角質層　）の４層である。

問７　（４点）
・精巣は、精子をつくり、男性ホルモンを産生・分泌する。それぞれに与る構造を説明せよ。
　精子（セルトリ細胞によって栄養された精子発生細胞群から精子細胞が生じ、精子に変態する）
　男性ホルモン（脳下垂体前葉が分泌するLHのレセプターを持つライディッヒ細胞は
LHに応答してテストステロン（男性ホルモン）を分泌する）

・精子細胞のゴルジ装置は、精子のどの部分になるか。　（　先体　）

・精子の機能的成熟と、先体反応の抑制に与るのはどこか。（　主細胞　）

問８　（４点）
・主席卵胞が急速に発達していくときについて。（２点）
1） 主席卵胞と同期の(同時期に休眠から覚めた)卵胞はどうなるか。
（　FSH低下に耐えられず閉鎖していく　）
2） 次世代以降の若い卵胞はどうなるか。（　休眠している　）
3） 子宮内膜はどのような状態か。（　肥厚していく　）

・黄体期の卵胞において、下垂体前葉からの黄体形成ホルモン(LH)を受容する細胞は何か。
また、その細胞が分泌するホルモンは何か。
　細胞：　卵胞膜黄体細胞と（　顆粒膜黄体細胞　）
　ホルモン：　エストロゲンと（　プロゲステロン　）

・胎盤の成熟に伴い、胎盤関門はどのように変化するか
　（成熟に伴って薄くなっていく。又、ラングハンス細胞が明瞭な状態から不明瞭な状態に変化する。）













組織学　第五回　（９点）
・内分泌器と外分泌器の違いは何か？〔〕内の用語をすべて用いること。
　補足的に図を書いてもよい。〔酵素、ホルモン、導管、毛細血管〕　（３点）
　（　内分泌系の器官は導管を持たず、ホルモンを直接血液に分泌する。また、大部分の内分泌器官は毛細血管に取り囲まれている。一方で外分泌系は酵素を分泌し、分泌された物質は導管へ集合した後標的となる組織などに送られる。　）

・下垂体において、視床下部から下垂体前葉ホルモンを運ぶ特殊な血管系は何か。（　下垂体門脈系　）

・下垂体ホルモンの分泌様式は何と言われているか。（　神経分泌　）

・甲状腺ホルモンを分泌する細胞の名称はどこか。（　濾胞細胞（濾胞上皮細胞）　）

・カルシトニンを分泌する細胞はどこか。（　濾胞傍細胞　）

・上記のホルモンに拮抗するホルモンは何か。（　副甲状腺ホルモン（パラトルモン）　）

・膵臓内分泌部を何というか。（　ラ氏島（ランゲルハンス島）　）


[bookmark: _GoBack]組織学　第６回　（９点）
・大唾液腺の内、準漿液腺であるのはどれか。（　耳下腺　）

・外分泌腺の形態による分類として、脾臓は何に当てはまるか（　複合管状胞状腺　）

・肝小葉において類洞を流れた血液が集まる血管は何か（　中心静脈　）

・胆汁の産生を行う細胞は何か（　肝細胞　）

・消化管の筋層に存在する神経叢を何というか（　アウエルバッハの筋間神経叢　）

・胃において胃酸の分泌を行う細胞は何か（　壁細胞　）

・小腸と結腸の違いについて、できるだけ組織学的用語を用いて説明せよ。　（３点）
（　小腸の粘膜には輪状ヒダと腸絨毛が見られるのに対して、結腸の粘膜には半月ヒダが見られる　）
